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鳥取県沖と隠岐周辺海域は23℃前後で先月より
3℃上昇し、平年より1～2℃高めとなっています。

・島根沖冷水の沿岸への張り出し：島根沖冷水の隠岐北東海域への張り出しは、

先月に比べ弱まりましたが、隠岐西方海域での張り出しは、

逆に強まっています。

・沖合の対馬暖流：対馬暖流は島根沖から隠岐海峡を通過する流れと隠岐北方海

域から北に向かう流れに分枝しています。

＊フェリー「おき」による隠岐海峡の水温情報や県内の漁獲情報については
水産試験場ホームページ（鳥取県水産試験場で検索してください）に詳しく掲載していま

す、ぜひご利用ください。

掲載期間 7月下旬
～8月中旬
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試験船による海洋観測結果（7月上旬）

鳥取県沖と隠岐周辺海域は18℃前後で先月より2℃
上昇し、隠岐西方海域で平年より1～5℃低め、鳥取県
沖合では1～3℃高めとなっています。

隠岐周辺海域と鳥取県沿岸域では15℃前後で、先月と
ほぼ同値でした。

７月中旬 25.1℃

発行 鳥取県水産試験場（電話：0859-45-4500）

平成２５年４月から下記２社の広告を１年間掲載することになりました。

鳥取県沖から兵庫県沖合、北緯36°20′付近に暖
水塊が発達しています。

平年より1.6℃高め

栽培漁業センター

（電話：0858-34-3321）

鳥取沿岸の水温
鳥取県栽培漁業センター 沈砂槽
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表面

いつの時代も、技術とサービスをもって水産業・漁業の皆様を支援してまいります

西日本ニチモウ株式会社
本 社 山口県下関市小月小島2丁目3-17 〒750-1136

電話 083-282-4041（代表） FAX 083-282-0424

境港営業所 鳥取県境港市栄町67番地 〒684-0006 電話 0859-44-0475   FAX 0859-42-6330

代表取締役会長 相田 仁

〒684-0006 鳥取県境港市栄町65番地
TEL 0859-44-7171（代） FAX 0859-42-6530

水産試験場

７月上旬の
水塊配置と
対馬暖流

○今シーズンのクロマグロの初水揚げが、６月６日にありました。

○７月２５日現在の水揚量は１,３３３トンで、昨年の５８３トンを大きく上回り、好調です。

【好漁の理由は次が考えられます】

・多く水揚げされた30㎏サイズ（３歳魚）の資源量が多いと考えられる。

・佐渡沖に長く漁場が形成された。（６月中旬～７月上旬）

・出漁日数が確保出来た。（シケの日が少なく、台風も来なかった ）

年

境港のクロマグロ水揚量の推移

平成２５年度マアジ・クロマグロ調査報告会を開催します。
日時 ８月９日（金） 午後１時３０分～２時３０分

場所 みさき会館 大会議室（境港市昭和町1番地先）

内容 （１）平成２５年度マアジ新規加入量調査の結果について
～マアジ０歳魚の分布状況と今秋の漁模様～

（２）平成２５年度クロマグロ水揚げ状況等について

境港のクロマグロの水揚げ状況

釣獲試験にご協力いただいた皆様、
ありがとうございました。

キジハタ（あこう）釣獲試験を酒津と赤碕で行いました。

これまで試験放流したキジハタ種苗の成育等

を調べるため、7月12日に酒津、15日に赤碕で

釣獲試験を行いました。xxxxxxxxxxxxxxxxxx

今回、酒津では、放流魚を捕獲できなかったも

のの、27cm以下の天然魚が過去最高の100

尾捕獲され、漁獲サイズの自主規制の取り組み

の効果を実感できました。xxxxxxxxxxxxxxxxx

赤碕では、豪雨のため、短時間の試験でした

が、放流魚を1尾捕獲することができ、3年で27

ｃｍに成長していることが分かりました。xxxxxx

赤碕で再捕された放流魚

3年で全長27cmに成長しました！

試験場所 試験日 合計尾数
全長範囲
（cm）

平均全長
（cm）

酒津 H25.7.12 106 16～44 22

赤碕 H25.7.15 17 21～35 27

キジハタ資源保護のため、今後も全長27cm
以下の再放流にご協力お願いします！

酒津釣獲試験の様子

■今月の漁業許可証更新情報
平成２５年８月末までに許可の更新が必要な漁業種類はありません。

■遊漁船登録業者の皆様へ・・・遊漁船登録に保険期間等の変更があった時は、変更
申請をお忘れなく

★水産課からのお知らせ★

★ 関西本部からの情報 ★

今年のゴールデンウィークに、大阪では、４年に１度の
食の祭典「‘１３食博覧会・大阪」が行われました。11日
間の会期中、65万人が来場したビッグイベントです。

水産関係では、「鳥取発！匠の技術～海の恵みを最
大限に～」として、陸上マサバ養殖技術や銀ザケ養殖
といった鳥取県が今一押しの最先端水産養殖技術に
加え、ハタハタ南蛮漬けやバイのエスカルゴ風など、鳥
取自慢の水産物、とそのおいしい食べ方の紹介、そし
て、境港水産加工大賞と水産王国境港が誇る水産加
工品の紹介を行いました。

来場者には、鳥取の魚はいずれも好評で、鳥取の水
産物の魅力を関西圏の皆さんに広くPRできました。
個別のPR内容の詳細は、次回以降、順次お知らせ

いたします。（本田）

水産物の消費者動向セミナーの開催について
○消費者ニーズに対応した競争力のある産地づくりを推進するため
漁業生産者、漁協関係者、仲買・加工業者等を対象とした
水産物の消費者動向セミナーを開催します。
１ 日時・場所
【東部会場】
平成25年8月2日（金）14時から16時30分
鳥取県鳥取市賀露町4丁目1806
鳥取県漁業協同組合本所 1F研修室

【西部会場】
平成25年8月3日（土）13時30分から16時
鳥取県境港市昭和町１ みさき会館 2F大会議室

２ 内容
講師 （有）フード・サポート 代表取締役 細川 良範
内容 近年の水産物の消費動向、消費ニーズに対応した

競争力のある産地づくり推進に必要な漁業生産者、
加工業者等の取組、課題について

※参加費無料ですので興味のある方は奮ってご参加ください！

○鮮度保持
○凍結

○すり身
○切り身
○漬け、味付け
○干物

○生
○生加工品
○惣菜

生産者
（船上）

仲買・加工業者

量販店

★かにっこ館からのお知らせ ★

入館者２００万人達成と開館１０周年記念のお知らせ

７月２０日（土）に、累計入館者数が２００万人を突破いたしまし
た！記念すべき２００万人目の入館者は、北栄町からお越しの伊
藤さんご一家でした。伊藤さんご一家には記念品として、県産材を

使用したカニの置物、カニのペン立てなどが贈られました。

また、かにっこ館は８月で開館１０周年を迎えます。これを記念し
て８月２４日（土）に１０周年記念イベントを行います。当日はあの

さかなクンも登場予定です！ぜひお越し下さい！


